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総
論

統
一
視
角
と
基
礎
作
業

1
衣
題
に
つ
い
マ

　
第
三
班
で
は
、
ま
ず
、
『
土
芥
冠
書
記
』
と
い
う
表
題
が
意
味
す
る
も
の
は
な

に
か
、
言
葉
を
替
え
れ
ば
、
ど
こ
ま
で
、
こ
の
表
題
で
本
の
内
容
が
く
く
れ
る

の
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
。

　
そ
こ
で
、
表
題
は
、
『
土
芥
冠
離
隔
』
の
作
者
・
編
者
が
つ
け
た
も
の
な
の
か
、

と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。
校
注
者
の
金
井
圓
氏
に
よ
れ
ば
、
東
大
史
料

編
纂
所
の
『
土
芥
冠
離
記
』
に
は
、
内
題
は
な
く
、
外
題
だ
け
あ
る
。
無
題
の

も
の
に
、
後
か
ら
題
を
つ
け
た
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
次
に
、
「
±
芥
」
「
冠
罐
」
の
語
が
出
て
く
る
の
は
、
本
文
中
唯
一
ヵ
所
。
植

村
出
羽
守
の
謳
歌
評
説
、
五
一
〇
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
父
・
家
貞
の

行
跡
に
対
す
る
言
及
が
あ
る
が
、
文
道
・
武
道
・
愚
痴
竪
結
・
士
卒
不
愛
（
土

芥
三
三
）
・
閨
門
政
治
批
判
・
不
義
と
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
土
芥
冠
離
の
優
先
順

位
が
六
項
目
中
、
四
番
目
に
挙
げ
ら
れ
、
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
必
ず
し
も
最

重
要
課
題
で
は
な
い
よ
う
に
み
え
る
。

　
ま
た
「
土
芥
冠
離
」
と
い
う
名
の
典
拠
と
さ
れ
る
『
孟
子
』
の
「
離
婁
下
」

の
当
該
箇
所
を
読
む
と
（
「
土
芥
冠
雛
」
と
い
う
熟
語
は
な
い
）
、
君
主
に
対
し

て
家
臣
を
「
土
芥
」
摂
す
る
な
、
と
い
う
こ
と
で
具
体
的
に
何
を
い
お
う
と
し

て
い
る
か
と
い
う
と
、
「
臣
」
か
ら
の
「
諌
行
脚
聴
」
（
諌
め
行
わ
れ
、
言
が
聴

か
れ
る
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
骨
沢
下
於
民
」
（
膏
沢
は
民
に
下
る
）
。
つ
ま
り
、

家
臣
か
ら
の
「
諌
言
」
を
受
け
入
れ
て
、
「
恩
沢
」
を
「
民
」
に
行
き
渡
ら
せ
る

こ
と
が
『
孟
子
』
当
該
箇
所
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。
『
土
芥
冠
雛
記
』
の
評
価
も
国

政
一
一
「
仕
置
」
（
家
臣
団
統
制
を
含
む
）
が
大
き
な
争
点
に
な
っ
て
お
り
、
必
ず

し
も
君
臣
関
係
を
論
じ
る
こ
と
を
第
一
目
的
に
し
た
書
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
土
芥
冠
離
」
が
タ
イ
ト
ル
に
用
い
ら
れ

て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
周
知
の
よ
う
に
、
「
天
和
武
家
諸
法
度
は
『
公
儀
』
を
拡

大
し
て
、
…
…
全
国
の
大
名
を
も
旗
本
・
御
家
人
と
お
な
じ
く
主
従
制
の
原
理

に
よ
っ
て
包
摂
し
よ
う
と
し
た
も
の
」
（
朝
尾
直
弘
『
将
軍
権
力
の
創
出
』
）
で

あ
る
が
、
『
土
芥
冠
雛
記
』
も
、
全
国
の
諸
大
名
を
網
羅
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

こ
に
主
従
関
係
を
示
す
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
諸
大
名

を
将
軍
の
家
臣
と
し
て
組
み
込
ん
で
い
る
と
い
う
綱
吉
政
権
の
自
信
の
表
れ
で

は
な
い
か
。

2
「
土
芥
宅
蝉
記
」
の
作
者
・
編
者
ば
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
鯛
吉
政
権
の
特
質
ヒ
の
劇
連

　
次
に
、
『
土
芥
一
振
記
』
は
、
三
綱
か
ら
綱
吉
へ
の
中
央
政
権
の
変
化
、
つ
ま

り
、
将
軍
－
門
閥
譜
代
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
側
用
人
政
治
へ
と
い
う
政
権
の
変
化
に

対
応
す
る
も
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
を
『
土
芥
冠
離
記
』
成
立
の
背
景
と

し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
家
綱
政
権
の
特
徴
は
、
「
幕
藩
体
制
の
確
立
を
担
っ
た
譜
代
・
門
閥
層
が
、
権

力
機
構
の
ト
ッ
プ
・
ク
ラ
ス
」
を
占
め
る
点
に
あ
る
。
そ
の
後
を
襲
っ
た
綱
吉

は
、
「
譜
代
・
門
閥
」
か
ら
実
権
を
「
奪
権
」
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
、
「
信
賞
必
罰
」
「
賞
罰
厳
明
」
と
い
う
「
儒
教
理
念
」
で
あ
る
。

綱
吉
は
、
「
歴
代
将
軍
の
中
で
徳
川
一
門
や
譜
代
大
名
や
譜
代
の
旗
本
を
も
っ
と

も
痛
め
つ
け
た
将
軍
」
と
い
わ
れ
る
が
（
山
口
啓
二
『
鎖
国
と
開
国
』
）
、
『
土
芥

冠
離
記
』
も
、
譜
代
に
対
す
る
仮
借
な
い
批
判
が
多
く
、
そ
れ
は
「
儒
教
理
念
」

の
視
点
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
、
綱
吉
は
儒
教
理
念
を
前
面
に
押
し
出
し
た
の
か
、
あ
る

い
は
、
押
し
出
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
か
。
延
宝
八
年
（
＝
ハ
八
○
）
、
三
綱

の
あ
と
末
期
養
子
に
近
い
か
た
ち
で
、
末
弟
の
綱
吉
が
将
軍
に
つ
い
た
。
そ
の
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政
権
は
、
館
林
か
ら
つ
れ
て
き
た
近
習
で
脇
を
か
た
め
た
将
軍
独
裁
体
制
と
い

わ
れ
る
が
、
綱
吉
の
場
合
、
将
軍
継
承
の
事
情
か
ら
、
血
筋
の
正
統
性
を
前
面

に
出
せ
ず
、
家
綱
を
支
え
て
き
た
徳
川
譜
代
の
上
に
立
て
な
い
と
い
う
、
脆
弱

な
政
権
基
盤
か
ら
出
発
し
た
。
こ
の
脆
弱
さ
を
補
完
す
る
た
め
に
、
儒
教
的
理

念
に
よ
っ
て
自
己
政
権
を
正
当
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
、
儒
教
の
聖
典
の
一
つ
で
あ
り
、
土
芥
冠
雛
と
い
う
名
の
典
拠
で
あ

る
『
孟
子
』
と
綱
吉
政
権
の
特
徴
の
比
較
を
し
て
み
た
い
。

　
孟
子
は
、
孔
子
（
紀
元
前
五
五
一
～
四
七
九
年
）
の
没
後
、
約
一
世
紀
に
生

誕
し
た
（
紀
元
前
三
七
二
～
二
八
九
年
）
。
孔
子
、
孟
子
と
も
に
、
周
王
朝
の
末

期
で
あ
る
が
、
孔
子
の
時
代
に
は
、
な
お
、
周
王
朝
の
権
威
を
回
復
し
得
る
期

待
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
孟
子
の
時
代
と
な
る
と
、
回
復
で
は
な
く
、
新
し
い

王
に
よ
る
天
下
統
一
が
目
指
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
代
の
相
を
反
映
し
、

『
孟
子
』
で
は
、
血
統
で
は
な
い
「
天
民
観
」
に
よ
る
政
治
の
正
当
性
が
押
し

出
さ
れ
て
く
る
。
『
孟
子
』
の
根
本
原
理
は
、
「
天
」
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の

人
間
観
も
、
「
万
物
皆
我
に
宿
る
」
1
1
「
天
」
の
分
身
と
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
「
恒
産
な
く
し
て
、
恒
心
な
し
」
、
安
定
し
た
税
収
を
確
保
す
る
構
想

と
し
て
、
正
方
形
を
九
分
割
し
た
う
ち
、
中
心
の
田
一
つ
を
「
公
田
」
と
し
、

そ
れ
を
税
の
財
源
に
あ
て
、
他
の
八
つ
を
各
々
の
「
私
田
」
と
す
る
「
井
田
の

法
」
を
提
唱
し
た
。

　
そ
し
て
、
力
に
よ
る
覇
道
で
は
な
く
、
王
道
1
1
仁
義
に
よ
る
支
配
を
目
指
し
、

諸
侯
の
利
害
に
よ
る
連
合
を
否
定
し
、
民
衆
の
支
持
に
よ
る
天
下
統
一
を
目
指

し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
綱
吉
政
権
の
特
徴
、
つ
ま
り
、
将
軍
権
力
の
正
当
性
と
し
て
、

血
筋
で
は
な
く
、
儒
教
的
理
念
を
前
面
に
押
し
出
し
、
農
政
に
力
を
入
れ
、
武

断
政
治
か
ら
文
治
政
治
へ
の
転
換
を
は
か
る
…
…
と
い
っ
た
こ
と
と
、
一
定
の

共
通
性
を
も
つ
。

　
特
に
、
綱
吉
政
権
の
儒
教
的
理
念
は
、
た
と
え
ば
、
綱
吉
が
将
軍
に
な
っ
た

延
宝
八
年
、
老
中
・
堀
田
正
俊
に
よ
る
「
民
は
国
之
本
」
条
目
の
布
達
と
し
て

具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
、
こ
の
条
目
の
制
定
に
よ
り
、
「
仕
置
」
悪
し
、

と
さ
れ
た
三
四
人
の
代
官
が
、
死
刑
あ
る
い
は
更
迭
さ
れ
て
い
る
（
辻
達
也
『
享

保
改
革
の
研
究
』
）
。
民
政
・
農
政
は
綱
吉
政
権
の
重
要
課
題
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
『
孟
子
』
と
『
土
芥
冠
転
記
』
の
親
和
性
は
、
『
土
芥
冠
離
記
』

の
作
者
、
あ
る
い
は
、
編
者
が
、
綱
吉
に
近
い
位
置
に
い
た
人
物
で
あ
り
、
綱

吉
政
権
の
方
向
づ
け
に
何
ら
か
の
形
で
か
か
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
窺
わ

せ
る
。

　
ま
た
、
「
世
上
」
や
「
世
俗
」
に
「
曰
く
」
と
い
う
評
説
の
し
か
た
に
注
目
す

る
と
、
『
土
芥
旧
離
記
』
の
作
者
・
編
者
は
独
り
で
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

可
能
性
も
あ
る
。
こ
う
し
た
点
で
、
元
禄
三
年
段
階
の
幕
閣
で
あ
っ
た
譜
代
諸

侯
の
評
価
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
綱
吉
の
側
近
（
柳
沢
吉
保
な
ど
）

や
奥
詰
衆
の
評
価
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
さ
て
、
第
三
班
の
第
一
回
の
報
告
（
六
月
二
日
）
で
は
、
班
員
各
自
が
任
意

に
選
ん
だ
個
別
の
大
名
に
お
い
て
、
『
土
芥
冠
灘
記
』
と
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

や
『
藩
実
大
事
典
』
な
ど
を
比
較
し
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
な
視
角

を
背
景
に
お
き
な
が
ら
、
そ
の
「
仕
置
」
に
対
す
る
評
価
の
違
い
を
探
っ
た
。

　
「
諸
侯
以
下
二
令
シ
テ
、
材
料
ヲ
提
出
セ
シ
メ
」
（
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
）
た

と
い
う
大
名
側
の
視
点
、
お
よ
び
、
客
観
的
な
後
世
の
評
価
と
、
『
土
芥
冠
雛
記
』

の
評
価
を
比
べ
る
こ
と
で
、
『
土
芥
冠
附
記
』
の
視
点
に
ど
の
よ
う
な
バ
イ
ア
ス

（
傾
斜
）
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
を
探
っ
て
お
く
こ
と
が
、
『
土
芥
冠
離
記
』
の
作

者
・
編
者
を
想
定
す
る
う
え
で
、
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　
第
二
回
報
告
（
七
月
七
日
）
で
は
、
謳
歌
評
説
の
基
準
は
何
か
、
と
い
う
こ

と
に
注
目
し
た
。
特
に
、
謳
歌
評
説
の
引
用
文
献
や
人
名
か
ら
、
『
土
芥
冠
雛
記
』

の
編
者
・
作
者
に
迫
ろ
う
と
試
み
た
。
『
土
芥
冠
灘
記
』
に
は
、
校
訂
者
の
金
井

圓
氏
に
よ
っ
て
、
詳
細
な
注
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
金
井
氏
が
「
出
汁
ハ
不
勘
」

と
し
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
注
で
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
儒

学
書
を
中
心
と
す
る
漢
学
書
が
多
く
、
兵
学
書
・
軍
書
・
武
道
論
（
家
訓
な
ど
）

は
あ
ま
り
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
『
土
芥
冠
適
応
』
で
暗
君
暗
臣
と
さ
れ
て
い
る
人
物
を
、
周
辺
書
物
（
『
東

照
宮
御
遺
訓
』
な
ど
）
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
者
・
編
者
像
に
迫
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
、
と
考
え
た
。
こ
れ
ら
の
点
を
、
以
下
の
よ
う
に
分
担
を
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決
め
、
そ
の
範
囲
で
考
察
し
た
。

　
分
担
範
囲
は
、
巻
一
を
除
い
て
、
巻
数
二
い
一
一
が
藤
井
、
一
二
～
二
一
が

中
瀬
、
二
二
～
三
二
が
小
川
、
三
三
～
四
二
が
杉
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
全
巻
を

通
し
て
、
各
自
の
論
点
が
あ
れ
ば
盛
り
込
む
と
い
う
形
で
報
告
を
準
備
し
た
。

　
最
後
に
、
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
に
関
し
て
付
言
し
て
お
く
。
第
一
回
報
告
に
関

し
て
は
、
各
自
が
任
意
に
選
択
し
た
大
名
を
取
り
上
げ
た
た
め
、
班
と
し
て
共

同
作
業
に
よ
る
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
は
な
い
。
第
二
回
報
告
に
あ
た
っ
て
は
、
引

用
文
献
と
登
場
人
物
を
中
心
に
し
た
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
を
作
成
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
デ
ー
タ
は
、
第
四
班
の
引
用
書
目
と
基
本
的
に
同
じ
も
の
で

あ
り
、
重
複
す
る
た
め
、
割
愛
し
た
の
で
、
第
四
班
所
収
の
も
の
を
参
照
さ
れ

た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
・
小
川
和
也
）
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